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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　 わ た し 　 ま ち

新
庁
舎
整
備
、
供
用
開
始
直
前
の
課
題

質　

市
の
中
心
地
に
オ
ー
プ
ン
の
新
庁
舎
。
老
朽
化
し
た
建

物
に
分
散
さ
れ
、
来
庁
者
に
も
職
員
に
も
不
便
だ
っ
た
が
、

狙
い
ど
お
り
の
庁
舎
に
な
っ
た
の
か
。
特
徴
あ
る
広
い
駐
車

場
と
さ
く
ら
庭
を
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
ど
う
生
か
す
か
。

答　

新
庁
舎
は
、
１
・
２
階
を
市
民
の
皆
様
が
日
常
的
に
利

用
す
る
フ
ロ
ア
と
す
る
こ
と
で
、
上
下
の
移
動
を
短
縮
し
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
理
念
を

か
な
え
た
庁
舎
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
さ
く
ら
庭
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
の
場
と
し
て
市
民
の
皆
様
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

二
ツ
井
町
庁
舎
議
場
を
図
書
館
と
し
て
活
用
を

質　

３
月
議
会
か
ら
、
議
場
が
新
庁
舎
に
移
転
。
旧
二

ツ
井
町
時
代
か
ら
積
み
立
て
ら
れ
た
図
書
館
建
設
基
金

３
７
０
０
万
円
を
生
か
し
、
現
在
公
民
館
に
あ
る
図
書
室
を
、

二
ツ
井
町
庁
舎
３
階
に
、
図
書
館
と
し
て
移
転
整
備
し
て
は
。

答　

３
階
に
設
置
し
た
場
合
、
市
民
の
利
便
性
や
、
退
庁
後
、

閉
庁
日
の
保
安
管
理
、
書
架
の
荷
重
と
そ
の
対
策
等
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
整
理
を
含
め
、
庁

舎
全
体
の
配
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
一
定
の
方
向
づ
け
が

で
き
た
段
階
で
、
市
議
会
や
地
域
協
議
会
、
地
域
住
民
の
皆

様
の
御
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
庁
舎
内
に
木
の
遊
具
ス
ペ
ー
ス
を

○
市
民
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ど
う
生
か
す

○
市
の
商
工
業
者
支
援
対
策

希
望

菅 
原　

隆 

文

子
育
て（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
地
域
間
格
差
）

質　

周
辺
地
域
に
あ
る
鶴
形
、
崇
徳
、
常
盤
、
朴
瀬
、
竹
生
、

浅
内
の
小
学
校
６
校
で
は
依
然
ク
ラ
ブ
が
未
整
備
。
市
内
全
児

童
が
平
等
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
権
利
が
あ
り
、
地

域
間
格
差
は
速
や
か
に
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

未
整
備
地
域
の
解
消
と
と
も
に
既
存
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
対
応
も
含
め
、
市
内
の
全
小
学
校
に
お
い
て
、
利
用
を
希

望
す
る
全
て
の
児
童
を
受
け
入
れ
で
き
る
体
制
を
平
成
31
年

度
末
ま
で
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
整
備
可
能
な
地
域

か
ら
順
次
、
事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
立
可
能
循
環
型
ま
ち
づ
く
り（
木
質
ボ
イ
ラ
ー
）

質　

先
進
地
事
例
よ
り
、
林
業
振
興
が
地
域
活
性
や
雇
用
創

出
に
な
る
と
確
信
す
る
。
森
林
整
備
に
伴
う
間
伐
材
の
有
効
活

用
の
ほ
か
、
持
続
可
能
な
社
会
、
生
物
多
様
性
等
の
観
点
か
ら

も
、
公
共
施
設
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
。

答　

地
域
資
源
で
あ
る
木
材
を
有
効
活
用
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
設
備
費
の
初
期
コ
ス
ト
が
高
く
な

る
こ
と
や
、
燃
料
の
調
達
価
格
の
設
定
、
安
定
供
給
体
制
な

ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
イ
オ
ン
出
店
計
画

○
今
後
の
公
共
施
設
更
新
の
方
向
性

議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
派
の
会

落 

合　

康 

友

全
国
で
相
次
ぐ
通
学
路
事
故
、市
の
対
応
は

質　

通
学
路
の
安
全
性
を
、こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
検
証

し
、万
全
な
態
勢
が
必
要
だ
。能
代
二
中
周
辺
の
街
路
灯
は
東

日
本
震
災
以
降
、全
部
点
灯
し
て
い
な
い
。課
題
解
決
に
向
け
、

市
教
育
委
員
会
も
全
面
的
に
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
だ
。

答　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
今
年
の
６
月
２
日
、
３
日
に

教
育
委
員
会
、
各
小
・
中
学
校
、
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国

道
事
務
所
、
山
本
地
域
振
興
局
、
能
代
警
察
署
、
市
道
路
河

川
課
合
同
で
通
学
路
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
能
代
第
二
中
学

校
周
辺
の
街
路
灯
は
、
現
在
学
校
の
要
望
に
よ
り
改
善
し
て

い
る
が
、
引
き
続
き
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に
働
き
か
け
て

い
く
。

政
策
形
成
や
検
証
に
有
効
な
ソ
フ
ト
の
活
用

質　

市
民
の
理
解
が
深
ま
り
共
感
が
生
ま
れ
、
合
意
形
成
を

図
る
た
め
に
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
R
E
S
A
S
）
等

の
活
用
に
よ
り
、
政
策
の
科
学
的
根
拠
を
分
か
り
や
す
く
示
す

こ
と
が
重
要
だ
。活
用
で
き
る
体
制
を
早
期
に
構
築
す
べ
き
だ
。

答　

政
策
立
案
や
効
果
検
証
に
は
、
客
観
的
デ
ー
タ
が
有
効

で
あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
各
種
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

い
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、勘
や
経
験
、思
い
込
み
で
は
な
く
、デ
ー

タ
を
用
い
た
政
策
立
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
推
計
的

な
も
の
も
あ
る
た
め
、
セ
ン
サ
ス
等
の
統
計
デ
ー
タ
で
掘
り

下
げ
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
活
用

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
道
の
陥
没
リ
ス
ク
の
対
策

○
天
空
の
不
夜
城
収
納
庫
と
市
の
か
か
わ
り

○
小
規
模
多
機
能
自
治
と
自
主
防
災
組
織

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

安 

岡　

明 

雄


